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【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/36     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/30     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/14     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４１Ｐ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１２Ｕ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４２Ｅ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１１Ａ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２１Ｆ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６７０Ｍ
   Ｇ０９Ｇ   3/36    　　　　
   Ｇ０９Ｇ   3/30    　　　Ｋ
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   5/14    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成26年4月24日(2014.4.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
 　入力される映像信号に基づいて輝度積算値を算出し、この算出した輝度積算値に基づ
いて前記映像信号の輝度制御を行う制御部を有し、
 　前記制御部は、１フレーム相当の時間よりも短い周期で前記輝度積算値の算出を行う
　映像信号処理回路。
【請求項２】
 　前記制御部は、前記輝度積算値が制御目標値よりも大きいときに前記映像信号の振幅
が小さくなるように制御する
　請求項１に記載の映像信号処理回路。
【請求項３】
 　前記１フレーム相当の時間よりも短い周期は、１ライン相当の時間の単位である
　請求項１または請求項２に記載の映像信号処理回路。
【請求項４】
 　前記１フレーム相当の時間よりも短い周期は、１ライン相当の時間である
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　請求項３に記載の映像信号処理回路。
【請求項５】
 　前記１フレーム相当の時間よりも短い周期は、複数ライン相当の時間である
　請求項３に記載の映像信号処理回路。
【請求項６】
 　前記１フレーム相当の時間よりも短い周期は、１ドット相当の時間の単位である
　請求項１または請求項２に記載の映像信号処理回路。
【請求項７】
 　１フレーム相当の時間の周期で輝度積算値を算出し、この算出した輝度積算値に基づ
いて映像信号を制御する第１の制御系と、
 　１フレーム相当の時間よりも短い周期で輝度積算値を算出し、この算出した輝度積算
値に基づいて映像信号を制御する第２の制御系
 　を備える映像信号処理回路。
【請求項８】
 　前記第１の制御系及び前記第２の制御系は、前記輝度積算値が制御目標値よりも大き
いときに前記映像信号が小さくなるように制御する
　請求項７に記載の映像信号処理回路。
【請求項９】
 　前記第２の制御系は、１ライン相当の時間の単位で前記輝度積算値の算出を行う
　請求項７または請求項８に記載の映像信号処理回路。
【請求項１０】
 　前記第２の制御系は、１ライン相当の時間の周期で前記輝度積算値の算出を行う
　請求項９に記載の映像信号処理回路。
【請求項１１】
 　前記第２の制御系は、複数ライン相当の時間の周期で前記輝度積算値の算出を行う
　請求項９に記載の映像信号処理回路。
【請求項１２】
 　前記第２の制御系は、１ドット相当の時間の単位で前記輝度積算値の算出を行う
　請求項７に記載の映像信号処理回路。
【請求項１３】
 　前記第２の制御系は、前記第１の制御系の後段に設けられている
　請求項７から請求項１２のいずれか１項に記載の映像信号処理回路。
【請求項１４】
 　前記第２の制御系の制御目標値は、前記第１の制御系の制御目標値よりも高い値に設
定されている
　請求項１３に記載の映像信号処理回路。
【請求項１５】
 　入力される映像信号に基づいて輝度積算値を算出し、この算出した輝度積算値に基づ
いて前記映像信号の輝度制御を行うに当たって、
 　１フレーム相当の時間よりも短い周期で前記輝度積算値の算出を行う
　映像信号処理方法。
【請求項１６】
 　入力される映像信号に基づいて輝度積算値を１フレーム相当の時間よりも短い周期で
算出し、この算出した輝度積算値に基づいて前記映像信号の輝度制御を行う制御部
 　を備える表示装置。
【請求項１７】
 　入力される映像信号に基づいて輝度積算値を１フレーム相当の時間よりも短い周期で
算出し、この算出した輝度積算値に基づいて前記映像信号の輝度制御を行う制御部
 　を備える表示装置を有する電子機器。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　ゲイン算出部４２２は、電流比較部４２１の比較結果を基に、例えば、ライン平均積算
電流が制御目標値以下のときはゲイン“１”を、ライン平均積算電流が制御目標値を超え
るときはゲイン“０”をラインゲインとして次段のライン映像信号制御部４３に供給する
。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　すなわち、フレーム映像信号制御部３３からは、制御が非動作状態から動作状態へ移行
する前と同じ映像信号が出力される。従って、従来技術に相当する第１の制御系３０のみ
による制御では、入力映像信号の平均信号レベルが相対的に低い状態から高い状態へ移行
したにも拘わらず、制御が行われていない映像信号が表示装置２０へ入力される。これに
より、制御が非動作状態から動作状態へ移行したときの１フレームの前後最大２フレーム
の期間において過電流が発生し、当該２フレームの期間が終了するまで消費電流の制御が
行えないことになる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　すなわち、フレーム映像信号制御部３３からは、前フレームで算出された値のフレーム
ゲインに対応した小さい映像信号が出力される。これにより、後段の第２の制御系４０で
は、入力される映像信号の振幅が小さくなっており、また、制御目標値が第１の制御系３
０のそれよりも高く設定されているため、以降、ライン単位での制御は行われない、即ち
、ライン単位での制御が非動作状態になる。
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